
永

年

の

夢

か

な

う

日

と
の
一
一
授
に
隅
間
に
合
わ
せ
る
た

め
、
念
ピ
ッ
チ
で
後
設
工
事
が

遂
め
ら
れ
て
お
れ
ソ
ま
し
た
狭
孫

子
中
学
校
ブ

i
ん
が
こ
の
ほ
ど

実
際
し
、
七
月
二
十
盟
日
午
前

十
時
吋
か
ら
投
開
問
予
中
学
校
に
お

い
て
、
ヅ

i
ル
油
紙
工
設
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

災
に
は
、
中
部
長
、
数
日
炎
、
市

柑
融
会
議
然
、
線
数
省
長
、
祭
休

管
謀
総
問
、
家
裁
陥
脚
占
山
閥
抗
山
政
長
、

古
市
教
育
委
媛
、
学
校
制
限
、
市
内

小
中
学
絞
め
学
校
炎
、
工
事
関

係
者
が
山
山
殺
さ
れ
行
な
わ
れ
ま

し
た
。ヅ
i
ル
蹴
聞
き
で
消
防
投
が
絞
ぬ

の
T
1
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
た

仕
段
、
融
校
総
議
泳
b

徐
行
な
い
ま
し

た
が
、
滋
抑
制
加
減
泳
で
は
や
叩
倹
小

学
校
教
一
践
の
時
間
毅
務
先
生
、
会

柑
加
子
中
学
校
体
務
教
裁
の
綴
哲

山
泊
先
生
が
豪
快
に
泳
ぎ
、
生
後

h
T
来
撤
片
的
方
的
り
枯
相
手
を
あ
び
ま

L
た。すで
に
各
学
校
と
も
毅
ル
悼
み

に
入
明
ま
し
た
が
、
こ
む
よ

5

発行新
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の声高2期分です

な
立
派
な
施
設
が
で
き
れ
ん
の
で

す
か
ら
、
自
分
的
家
の
付
近
の

山
川
な
ど
で
泳
が
ず
に
十
分
利
減

し
て
、
水
時
事
持
拡
を
州
問
ぎ
ま
し

ょ
う
。工事
脳
同
要

品宥
γ
ム
田
明
和
州
間
十
六
年
五
月
十

一札口制

緩
ヱ
制
問
剰
感
十
六
年
七
狗
月
一
一

十
三
日

設
計
事
官
絞
殺
手
形
醐
開
発
一
一
戸

ザ
イ
マ
時
時
築
制
出
時
刑
事
務

所

ヱ
事
務
負
老
幼
務
総
然
災

会
校
長
谷
出
川
ヱ
晴
樹
附
的

}
ム
官
学
費
総
縦
一
千
二
官
邸
笈
十

方向川
我
孫
子
駅
北
側
舗
装

車工阪のテープiこハサミを入れる市炎

校
時
開
予
獄
持
品
加
閉
め
市
議
我
孫

子
十
玄
号
線
主
我
孫
v
t
T
獄
北
口

剣
道
幹
線
の
綴
淡
ヱ
世
帯
〈
縞
良

一
一
了
ニ
メ

i
ト
ル
、
延
長
七

0

0
メ
ー
ト
ル
で
餓
終
泌
藤
一
一
一
、

一一一

O
一1
平
方
メ
ー
ト
ル
》
持
拡
針

.
陶
ど
お
れ
ツ
滋
夜
緩
め
て
お
り
ま

す
。
ハ
ヱ
綴
七
月
十
二
臼
か
ら

九
例
月
十
九
日
ま
で
M

と
の
ふ

m滋
は
一
今
ま
で
山
議
運

鮮
が
多
く
、
仲
野
水
設
備
が
な
い

た
め
、
制
問
が
臨
時
る
k
ぬ
か

p.

少
し
多
く
降
る
と
綴
臨
時
で
は
歩

け
な
い
ほ
ど
水
が
た
ま
り
、
我

孫
子
寂
で
関
陣
9
、
忠
良
滋
銭
安

渡
づ
て
ム
ハ
号
線
道
持
に
出
向
る
と

家
族
の
方
が
い
担
問
紘
一
致
終
っ
て
向

え
に
来
る
風
景
も
た
，
ひ
た
び
気

受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
浮
世
曹
が

完
淡
ナ
る
と
こ
れ
ら
の
事
が
綴

滋
寄
れ
る
と
岡
部
い
ま
す
。

い
ま
し
ば
ら
く
事
総
く
だ
さ

、。し

事
進
む

完

成

立

で

し

ば

ら

く

ど

抱

i'!: 

手
賀
椙
ま
つ
り
開
龍

。
。
月
は
日
か
ら
時
打
ま
で

八
月
十
閉
口
H
i十
ハ
nH
〈一一一

U
Q
嗣
問
↓
の
伎
に
は
市
綴
光
協

会
‘
市
品
開
T
中
食
品
内
山
揮
に
よ
る
泰

樹民
m
m
ま
つ
争
が
眠
時
か
れ
ま
す
が

と
の
ま
つ
与
は
‘
か
っ
ぱ
点
目

間
朗
を
争
中
体
主
し
た
盆
お
ど
れ
ツ
方

式
で
行
な
わ
れ
、
十
六
日
H

に
は

打
上
花
火
と
う
ろ
う
流
し
得

者
予
出
品
し
て
お
ち
ま
す
2

ま

た
、
参
加
民
知
旧
公
開
問
か
ら
駅
前
出
十

制
慨
は
必
ず
納
期
限
内
に

フ.円Jレ捌きの後、党然、翌三告をによるj主宰ぞめ

出
昨
年
七
月
一
日
に
市
総
を
快
略

行
し
て
か
ら
銘
々
の
喫
茶
も
町

羽
一
終
か
ら
比
絞
す
る
と
綴
加
母

一
日
認
を
た
い
と
っ
て
お
号
室
す
。

市
民
の
殺
さ
ま
も
ど
骨
付
加
却
の

と
お
号
、
俊
様
か
ら
絞
め
ら
れ

た
税
金
に
よ
っ
て
道
践
を
作
っ

た
ち
子
供
さ
ん
の
教
育
穏
健
両
全

購
入
し
た
ち
い
る
い
ろ
な
家
殺

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
む

年
々
、
中
市
税
の
滞
納
和
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
品
開

の
中
期
荷
村
に
比
柏
駅
し
ま
す
L

滞

納
縮
問
は
・
少
な
く
あ
ワ
ま
せ
ん
。

掛
陣
約
が
多
〈
な
れ
ば
務
的
財

数
は
排
出
し
く
、
い
ろ
い
ろ
な
幕

時
最
も
怒
う
よ
う
に
で
き
ず
、
中
田

陣
内
む
脇
宿
袖
慨
に
チ
i
ど
ス
Mr
行
き

主
ど
か
な
く
な
れ
V

ま
す
。

海
拙
制
さ
れ
て
い
る
方
に
は
い
ろ

い
ゐ
な
滋
泌
が
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
中
間
持
議
申
絞
仙
制
認

で
は
終
日
納
税
制
相
談
合
町
行
な
っ

て
お

9
ま
ず
か
ら
、
お
気
較
に

相
側
耕
艇
に
お
い
で
く
だ
さ
い
ω

一
円
ロ
も
卒
く
滞
紋
を
な
く
し

て
開
明
る
い
務
を
つ
く
る
た
め
‘

ご
協
カ
く
だ
さ
い
a

7
廷

民

自

に

竣

工

式

告書設工事j建む食孫子駅北口幹事柔道芸品

浮い通報 少ない鼠をき

火災はり……"・ 119~霊

教主義は・ 82-0119ll¥' 

一般F詩務については

82-2217請をご総局ください

市中
a

帥
閉
ま
で
m
糊
ち
流
し
て
務
者
、

品
市
民
に
い
こ
い
昭
一
世
慌
を
官
時
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
主
忽
い
ま

す
の
で
、
綴
っ
て
ど
察
知
洲
く
だ

火、ぃ。な
お
か
っ
ば
音
柑
制
等
の
綴

期
間
会
を
、
人
目
月
一
お
か
ら
市
岡
山
財

閥
均
愛
公
開
問
〈
八
銭
符
投
下
}
と

第
プ
小
学
校
時
掛
で
午
後
七
時

t

午
後
九
批
吋
ま
で
行
な
い
ま
す
。

タ
グ

Y
I
は
、
料
念
が
綴
上

が
守
し
て
も
察
官
単
射
抱
一
合
法
外

な
料
品
棋
を
組
問
求
さ
れ
た
と
か
暴

力
逮
転
手
み
た
い
に
す
ど
h

口、

為
る
い
は
H

間
的
問
機
ま
マ
行
か
ず

に
途
中
で
は
円
ろ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
な
ど
と
主
き
ど
き
湾
に
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
一
怒
部
砕
を
二
認
す
る
我
時
間
子

際
総
で
滋
業
し
て
い
る
我
孫
子

交
通
母
噛
鴻
弘
和
手
古

ん
Lそ

の
人
出
羽
持
光

薮
さ
ん

c
……1
六

才哨
4
4

官
共
〉
は
七
丹

上
旬
我
暗
部
子
絞
愉
附

で
タ
ヂ
シ

i
h佐
待

っ
て
い
た
出
削
気
の

我
孫
子
市
木
前
町

二
下
回
六
議
十
五

号
に
会
な
絞
烏
ま

す
さ
ん
へ
八
十
オ
〉

は
‘
十
七
和
十
始
前
か
ら
第
州
側
・
小
学

校
へ
毎
年
ぞ
う
き
ん
な
ど
を
織

っ
て
子
供
途
に
裟
ば
れ
て
い
ま

す。
飯
島
幸
ん
は
号
…
入
感
予
を

戦
争
で
ん
穴
い
、
ザ
札
年
時
間
に
は
ど

士
山
人
に
先
立
た
れ
一
人
暮
ら
し

で
す
が
、
な
に
か
役
会
い
い
役
立

つ
こ
と
tγ

命
し
よ
う
ι
開
思
い
た
ち

722 

貌~な3裏転手の

主寺井 'f(;主主さん

入
金
自
家
用
家
安
後
っ
て
仲
間
抽
出

へ
送
っ
た
と
と
が
駅
務
総
広
の

方
の
途
絡
で
わ
か
h
J
ま
し
た
。

ー
対
弁
書
ん
は
‘
た
ま
た
ま
自

分
自
挫
滋
L
て
い
る
車
が
修
恕

に
山
山
し
で
あ
っ
た
の
で
、
事
務

所
で
待
綴
L
て
い
る
降
、
時
間
期
凡

の
人
が
タ
ク
デ
ー
を
求
め
て
b5

た
が
あ
い
に
く
犠
け
か
余
鮒
抽
出
山
て

し
ま
っ
て
い
た
の
で
.
祭
料
マ

日
分
。
出
阜
で
送
っ
た
も
停
で

す
。
向
同
分
も
体
が
綴
く
て
他
人

ご
主
で
は
な
い
か
ら
主
い
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

で
き
な
い
議
行
だ
と
思
い
ま

す。
怒
部
附
多
い
タ
ク
シ
i
に
あ
っ

て
心
綬
ま
る
相
紙
切
で
ナ
。

ぞ
う
き
ん
を
絞
っ
て
学
校
へ
瞬
間
一

っ

て

い

た

も

の

匂

す

相

一

事
ら
に
こ
の
一
一
、
一
一
一
年
法
ぞ
一

う
き
ん
と
お
金
〈
資
物
な
ど
の
一

お
っ
号
〉
を
貯
め
、
制
到
州
市
で
も
一

貿
っ
て
く
だ
詩
い
左
側
附
っ
て
い
一

る
そ
う
で
す
d

一

こ
り
せ
ち
が
ら
い
殺
の
や
に
一

あ
っ
て
心
緩
ま
る
行
な
い
だ
と
一

添
い
ま
す
a

一

子
供
唱
識
も
学
校
な
き
れ
い
に
町
ぬ

液
細
帽
し
、
十
分
品
拙
学
に
効
ん
で

い
き
た
い
主
総
い
ま
す
。

ぞうきんま滅号つづけている

露を島まずきん



一
事
務
附
関
係
ポ
ゾ
プ
問
問
持
拡
大
会

一
は
、
七
月
十
九
日
午
前
八
時
吋
一
一
一

…
十
分
か
ら
湖
北
ム
開
策
小
学
校
叫
紘

一
級
予
定
地
に
お
い
て
行
な
わ
れ

…
ま
し
た
。

沼
山
総
け
つ
く
よ
う
な
耐
火
議
の
や

3
で
、
各
分
間
同
と
も
夜
間
買
を
災
谷

川
か
ら
守
ろ
う
主
い
う
受
任
晴
樹
に

nA 
れち伸
一
時
絞
め
都

移F
M
 

ぴ

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

優
勝
は
司
駿
れ
分
間
・
自
動
邸
時
分
間

a? 

147 5 

147.5 

幸喜

道
路
は
乏
し
く

僚
い
ま
し
ょ
う

も広{
市
出
刊
の
送
時
開
〈
閥
輸
送
・
中
市

一
滋
〉
も
市
街
捻
に
お
い
て
は
、

一
だ
い
ぶ
時
議
寄
れ
て
き
ま
し
た

…
H

炉
、
ま
だ
柑
間
出
泊
の
ガ
の
不
法
上
同

一
線
以
日
目
立
ち
ま
す
。

一
環
拡
問
機
臨
間
近
は
‘
道
路
の
帥
路

一
綴
そ
の
も
の
は
錦
袋
容
れ
て
お

一

9
ま
す
が
、
な
い
い
ぶ
ん
務
綴
が

一
狭
い
た
め
、
商
品
な
y
い
を
道
路

可
甘
い
救
ベ
る
と
…
開
劇
持
政
〈
絞
号
、

議
異
物
等
あ
る
い
は
歩
行
者
は
ふ
〈

鮒
茨
捻
酷
闘
で
?
の
で
、
濃
路
に
は

綴
議
訪
を
品
開
対
践
活
な
い
よ
う
に

ヨ
お
綴
い
し
ま
す
。

鯵
期
間
以
主
mw
方
々
の
ど
慾
カ
に

一
よ
り
、
議
同
聞
は
斧
跡
的
に
き
れ
い

一
に
な
っ
て
き
て
お

p
ま
ナ
の

一
で
、
輪
開
制
朗
参
進
攻
あ
け
、
滋
勝

一
は
広
く
緩
い
ま
し
ょ
う
。

あ
ふ
れ
、
日
療
の
州
制
緩
の
成
菜

食
滋
総
な
く
数
知
押
し
て
、
い
ず

れ
も
後
%
を
つ
け
が
た
い
治
伶

の
淡
技
が
緩
開
閉
さ
れ
ま
し
た
お

綬
絞
殺
穏
な
る
審
廷
の
叫
結

楽
‘
可
臨
時
は
第
十
…
八
万
鶴
、
由
同

効
期
棋
は
第
十
気
分
団
が
そ
れ
ぞ

れ
媛
緩
い
た
し
ま
し
た
。

141.0 

138.5 20 

10 

号

ー 優
蹴
樹
し
ま
し
た
各
分
間
山
は
八

万
一
一
一
日
前
療
機
に
お
い
て
行
な

わ
れ
る
附
駅
下
市
防
村
議
時
制
関
淡

時
間
技
法
大
会
v
h

飽
構
帽
す
る
予
波

で
す
ω
な
お
、
当
日
の
成
榔
脱
出
弘
次
の

と
お
ち
で
す
。
〈
三
百
点
滅
点

各
録
作
鵠
丹
絡
に
滋
点
方
式
〉

水

肪

損

害

時
品
添
子
市
・
抗
的
中

m然
出
棋
の
み
車

検
淡
認
は
、
七
月
二
十
三
日
H

午

議
八
時
三
十
分
か
ら
豆
午
ま
で

利
怒
川
終
仲
間
に
お
い
て
、
統
開
漏

柏
例
市
長
以
子
一
ぷ
六
五
名
げ
か
参
加

し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

識
が
実
に
は
、
同
町
議
会
議
員
、

十
関
節
畿
会
議
員
、
一
間
消
防
問
問
山

災
.
川
財
務
総
署
炎
、
近
隣
企
市
好

関
係
者
的
方
々
、
ム
山
山
康
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

ま
た
、
総
開
問
に
は
笈
官
時
師
陣
土

木
事
務
所
か
ら
山
側
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

歩
遂
に
は
拙
相
対
縄
問
め
を
出
削
さ
な
い
よ
う
に
お
紛
い
し
ま
す
u

歩
行
者
が
大
変
庖
燃
で
す
。
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